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【ICT】茶園整備地区でICT工事現場研修会を開催！

富士市の江尾地区では、畑地帯総合整備事業
として大区画茶園を造成中です。本地区は、県
東部の中で最も大規模なICTを活用した現場です。

5月16日にICT工事現場研修会を行い、富士農
林事務所、東部農林事務所、県庁などから約20
名が参加しました。研修では受注者である鈴与
建設（株）がドローンによる３次元データの作
成やICT施工の管理方法等を説明し、ICT建設機
械による実演施工を行いました。

静岡県では今後もICT施工に関する技術力を身に
着けるために、研修会等を通じ職員の技術力向
上に努めていきます。

水土里

第７４号 メールマガジン
メールマガジン「水土里」とは？
静岡県内の基盤整備や施設点検の状況、

農業農村整備に関する研修会等に関する
情報をお知らせしています。

Ｗｅｂページはこちら↑
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県庁
【ICT】ICT水田水管理システムを実装しています！

静岡県では営農の一層の効率化や規模拡大を図るた
め、スマートフォン等の携帯端末による水田給水栓を
遠隔操作する水管理システムの実装化を進めており、
令和７年度までに350haの圃場での実装を目指していま
す。

同システムにより、水管理の回数や移動距離を減ら
すことが可能となり、水管理時間について約７割削減
されました。

静岡県では今後も関係各所と協力し、調査を進め、
ICT水田水管理システムの導入を進めていきます。

富士

農地局農村計画課 054-221-2723

富士農林事務所農村計画課 0545-65-2201

各種SNSもチェック！
Facebook Instagram

各種SNSもチェック！
Instagram Ｘ Facebook
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中部

賀茂

賀茂農林事務所農村計画課 0558-24-2080

【災害復旧】俵沢でわさび栽培が再開しました！

静岡市では約400年前からわさびが栽培されて
おり、「静岡水わさびの伝統栽培」として世界
農業遺産に登録されています。

しかし、令和４年に発生した台風15号で多く
のわさび田が被災し、栽培が不可能となってい
ました。

現在まで、静岡市が農地災害復旧事業制度を
活用して復旧工事を進め、令和６年度末までに
ほとんどの地区で工事が完了しました。

葵区俵沢地区では、令和７年１月から復旧し
たわさび田に苗の植付けを開始し、約１年後の
12月からの収穫を予定しています。

【基盤整備】手石・湊地区農地基盤整備事業

工事説明会を開催しました！

南伊豆町手石（ていし）・湊（みなと）地区の青野
川沿いの農地約13.7 haを対象に、農地基盤整備事業が
計画されています。

手石・湊地区では水稲の栽培が行われていましたが、
担い手不足や農道の未整備が問題となっています。そ
の解説策として、農業法人とマッチングすることで、
基盤整備を進めることとなりました。

5月22日と24日に両地区の地権者に対し、農林事務所
から工事の概要等について説明を行いました。説明会
では、水田に盛土を行い畑地化してレモンを植栽する
こと、農道や排水路を整備すること等を説明しました。

中部農林事務所農村計画課 254-286-9269

被災直後

復旧後
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【訓練】都田川ダム吹鳴訓練を行いました！

浜松市浜名区引佐町にある都田川ダムは、都田川
の洪水を防止するとともに、浜名湖北部一帯のみか
ん園2,400haの農業用水及び水道用水の確保を目
的に建設された多目的ダムです。

都田川ダムは一定の水量を超えると下流への放流
が始まり、都田川の水位が急上昇します。

本訓練では洪水を想定して、各警報局からのサイ
レンや音声、広報車の巡回を行いました。

西部農林事務所では、設備の更新や手段の検討を進
め、安全な地域づくりを進めていきます。

中遠農林事務所農村計画課 0538-37-2290

西部

西部農林事務所農村計画課 053-458-7224

【棚田】千框（せんがまち）の棚田で

田植えが行われました！
5月24日に菊川市倉沢「千框（せんがまち）

の棚田」の田植えを行いました。

倉沢の棚田は、静岡県棚田等十選に選定され
ており、NPO法人せんがまち棚田倶楽部や静岡
大学棚田研究会が中心となって保全活動を行っ
ています。

また、棚田の保全活動を通じ、多様な人々の
参加による地域活動が行われており、「千框の
棚田」として「ふじのくに美しく品格のある
邑」に登録されています。

当日は400人以上が参加し、参加者は泥だらけ
になりながら、昔ながらの手植えによる田植え
体験を行いました。作業後は、生き物を探した
り梅の実を採ったりと自然と触れ合い充実した
１日となりました。

地域と協力し、保全活動を実施しつつ、10月
に新米を収穫します。

中遠


